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は以前，この問題関心のもと CESSDA（Consortium of European Social Science Data 
Archives）が実施している，各国のナショナルアーカイブを横断したデータ検索環境であ
る ”Data Catalogue”を紹介し，その根幹となっているメタデータ基準 DDI（Data 




もに，RUDA が現在行っている DDI 導入に向けた取り組みの詳細について報告を行う．加













われているのが DDI と呼ばれるメタデータ基準である．本章では，DDI の形式である xml
に簡単に触れ，導入を試みている DDI Codebook，およびマッピング案を紹介する． 
 
1．xml の概括 
 xml は情報資源を効率的に保持するためのデータ形式の一つであり，要素 element と属
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してイメージすることができるだろう． 






が xml スキーマの役割である 3)．いうなれば名前空間が「語彙」に相当するものだったのに
対して，xml スキーマは「文法」に相当するものとして理解することができるだろう． 
 
2．DDI Codebook について 
このように特定の xml スキーム，そして名前空間を共有する限りにおいて，xml 形式で
記述される情報は統一的な枠組みのもとで体系的に理解することが可能である．つまると









ただし，いま現在（2017 年 12 月），DDI には異なる設計思想による 3 つのヴァージョン
が存在している．これら 3 つのヴァージョンのなかでも，ここでは現在 RUDA で導入を計
画している，通称 DDI Codebook（以下 DDI-C）について説明する 5)． 




この DDI-C は全部で 6 つの名前空間から構成されているが，本質的に社会調査データを
記述する目的に特化した名前空間は 1 つだけ（" ddi:codebook:2_5”）で，この名前空間に用
意されている 252 の要素を基本的には用いて，当該の社会調査データのメタデータ情報が






1.  Document Description：“docDscr”をルート要素とする一連のフィールドで，「DDI 対
応のドキュメントそのもの」についての情報，いうなれば，メタデータの「ヘッダー」
(28) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 4 号 
に相当する情報を記入する箇所である． 
2.  Study Description：“stdyDscr”をルート要素とする一連のフィールドで，例えば調査の
時期や対象，方法などといった，広い意味での当該の社会調査データの「調査」に関わ
る情報を記述対象としている． 
3.  Files Description：“fileDscr”をルート要素とする一連のフィールドで，供されるデータ
ファイルそのものに関係した情報を記入する箇所． 
4.  Data Description：“dataDscr”をルート要素とする一連のフィールドで，当該の社会調
査データに含まれる変数レベルの情報，例えば質問文や回答カテゴリ，簡単な記述統計
などがここに記入される． 




機関である DDI Alliance が公開している Tag Library7)に詳しい説明が記載されている．ま




3．Dublin Core と DDI-C とのマッピングについて 
現在 RUDA では，DSpace と呼ばれるリポジトリシステムをカスタマイズしてアーカイ
ブ環境を構築し，Dublin Core（DC）と呼ばれるメタデータ基準を用いてメタデータを作成





また ICPSR などの一部海外データアーカイブでは，DDI によるメタデータだけではなく，
DC によるメタデータも公開している． 
RUDA では，社会調査データの詳細なメタデータ情報を表現するため，DC の 15 個の基
本要素そのものを使用するのではなく，基本要素に紐づけられた装飾子（qualifier）を利用
した独自のメタデータ基準を整備し，社会調査データ情報の管理，および検索環境の整備を







されているメタデータ基準，すなわち DDI に移し替えるマッピング作業が必要となる． 
すでに，DDI Alliance が「推奨」という形で DC と DDI-C のマッピング案を提唱してい
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るものの 9)，基本的には DC の基本要素と DDI-C の要素との対応付けになっているため，
装飾子レベルでのスキームを応用している RUDA のメタデータ情報にそのまま適用した場
合には，装飾子で表現した情報が適切に反映はされない．そこで，我々は，DC から DDI へ




DDI-C の名前空間で提供される要素について，その定義づけ，および xml スキームに従う
階層構造を Tag Library をもとに網羅的に精査を行うことから始め，また，並行して具体的
な要素の使用イメージを掴むために，ICPSR や UKDA で実際に公開されている DDI-C ベ
ースのメタデータを適宜参照し，マッピング先となる DDI-C の全体的かつ個別的な枠組み
を用意した．この理解をもとに，今度はマッピング元となる DC の装飾子について，その意
味内容と具体的な利用事例を（再度）確認したうえで，DC の装飾子と DDI-C の要素との
暫定的なマッピング案を作成した． 
次に，暫定的なマッピング案に従って xml 形式に移されたメタデータが，妥当な文章（xml 
valid document）であるかを確認する目的で，（1）ICPSR が公開している DDI-C 対応のス
タイルシート 10)を用いて HTML に変換し，正しく狙い通りの対応ができているのか，そし
て（2）オープンの妥当性検証用のチェッカー11)を利用し， xml スキーマに即して正しく記
述されているのか，の 2 点について検討を行い，マッピング案の修正を行った．以上の手順
を踏まえて最終的に完成したのが，図表 1 にて示したマッピング案である 12)．（紙幅の都合
上，ここでは Document Description，および Study Description の 2 つのフィールドに限
定している）．  
現在，RUDA では前章で作成した暫定的なマッピング案に基づき， DDI-C をベースとす
るメタデータの作成を順次進めている．DDI 文書の作成・編集ソフトとして知られている
ものに，Collectica や Nesstar Publisher，SSJDA が開発した Easy DDI Organizer がある
が，RUDA では汎用的な xml の編集ソフトを用いてメタデータを記述している 13）．DDI 形













(30) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 4 号 
 
DDI-C DC 基本要素 DC 装飾⼦ 意味 
codebook      
 docDscr         
  citation    
   titlStmt    
    IDNo  identifier StudyNo 調査番号 
    titl - - （メタデータタイトル） 
    parTitl - - （メタデータタイトル・多⾔語） 
 stdyDscr     
  citation    
   titlStmt    
    IDNo  identifier StudyNo 調査番号 
    titl Title display 調査名 
    altTitl Title alternative 調査略称 
    parTitl - - （調査名・多⾔語） 
   prodStmt    
    fundAg description sponsorship 調査資⾦ 
    grantNo - - （基⾦の番号） 
   rspStmt    
    AuthEnty Creator - 調査主体 / 調査代表者 
   serStmt    
    serName relation ispartofseries シリーズ 
   distStmt    
    depositr publisher depositor 寄託者 
    distDate Date issued 公開⽇ 
    distrbtr publisher distributor 配布者 
   verStmt    
    version identifier version ファイルのバージョン 
   holdings identifier uri URL 
  dataAccs    
   useStmt    
conditions Rights AccessRights 利⽤条件 
 citReq identifier citation 引⽤時の表記 
  method    
   anlyInfo    
    respRate description ResponseRate 有効回収率 
   dataColl    
    collMode description ModeOfCollection 調査⽅法 
    dataCollector description investigator 調査実施者 
    sampProc description SamplingProcedure 標本抽出法 
    targetSampleSize    
     sampleSize description SampleSize 標本サイズ 
    timeMeth - - （クロスセクショナル・パネルなどの種別） 
   notes description 
NoOfValidResponse
s 有効回収数 
  stdyInfo    
   abstract description abstract 調査概要 
   subject    
    keyword subject - キーワード 
    topcClas description discipline 研究分野 
   sumDscr    
    anlyUnit description UnitOfObservation 観察単位 
    collDate coverage temporal 調査時期 
    geogCover coverage spatial 調査地域 
    geogUnit - - （最⼩の調査範囲⽔準） 
    nation - - （国） 
    universe coverage - ⺟集団 
    dataKind Type - 資料種別 
  othrStdyMat    
   relPubl relation - 関連資料（うち，データを使った研究成果） 
   relMat relation - 関連資料（うち，データを使った研究成果以外） 
  notes       備考 













2013 年の G8 首脳会合，科学技術大臣会合において研究データのオープン化が合意され
て以降，オープンサイエンスに関する関心が国際的に高まっている（村山・林 2016）．2016











図表 2  NII RCOS 研究データ基盤の概要 (https://rcos.nii.ac.jp/service/より引用) 
(32) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 4 号 
研究データ基盤は，それぞれ独立したデータ管理基盤（GakuNin RDM），データ公開基











報は検索基盤にて集約・管理され，利用者は CiNii Research にて横断的に研究データを検
索することができ，検索したリンク先より公開基盤にアクセスできる．これらの研究データ











































2017 年 12 月 7 日），データアーカイブおよび関連機関との間に有機的なネットワー
クを形成し，データ公開基盤を整備する必要性を訴えている． 








7) http://www.ddialliance.org/Specification/DDI-Codebook/2.5/XMLSchema/ field_ 
level _ documentation.html（アクセス日：2017 年 12 月 7 日） 
8) http://dublincore.org/（アクセス日：2017 年 12 月 7 日） 
9) http://www.ddialliance.org/resources/ddi-profiles/dc（アクセス日：2017 年 12 月 7
日） 
10) http://www.ddialliance.org/sites/default/files/codebook2-0.xml（アクセス日：2017
年 12 月 7 日） 
11) https://www.corefiling.com/opensource/schemaValidate/（アクセス日：2017 年 12
月 7 日） 
12) 朝岡・前田（2015）で示したマッピング案をベースとしつつも，上述の手順に基づ
く検討から一部修正・追加を加え，要素の階層構造を明記したものをここで示した． 
13) 現在作成しているメタデータは公開を前提としており，ICPSR や UKDA をならい
Document Description と Study Description のみを記述している．そのため，１デー
タにつき 100 行ほどの文量なので，xml の編集ソフトを利用したほうが簡便に作業を
進められる．ただし Data Description も作成するとなると 1000 行を超える膨大な文
量となるので DDI 文書作成・編集ソフトを利用しないと難しいと思われる． 
14) 詳細については NII RCOS のサイトを参照（https://rcos.nii.ac.jp/ アクセス日
2018 年 1 月 18 日）． 
15) こうしたデータ管理に関わる一つの基準として，データアーカイブの認証機関である
(34) 社会情報教育研究センター研究紀要『社会と統計』第 4 号 
Core Trust sealed のチェックリストが参考になるだろう
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Summary 
 
On the Effort to Implement DDI in RUDA 
 
Yutaka Maeda and Makoto Asaoka 
 
Social Research data is valuable public resources that contribute to the 
development of society, and favorable circumstance that facilitate border data usage 
should be prepared.  However, the current environment of Japanese data archives in 
which each archive independently manage is not such favorable circumstance. 
Standardizing the format for describing metadata and introducing the cross-searchable 
system covering whole archives in Japan are considered to be imperative tasks. Based 
on this understanding, this paper reports the details of the projects aiming to introduce 
DDI, as a de facto global standard for describing the metadata of social research data, 
into RUDA. In addition, we introduce the collaborative projects between RUDA and NII 
RCOS (National Institute of Informatics Research Center for Open Science and Data 
Platform) and report the baseline infrastructure that would be expected to realize the 
cross-searchable environment in Japan. 
 
